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要約

御笠川の淡水域と河口域について底生動物の調査を実施し，環境評価を行った．評価の値として

淡水域は 値， 及び ，河口域は をもちいた．ASPT IBI DI DI

淡水域の評価を見ると， 値は上流の三浦橋が ，中流の浦の城橋は ，東蓮寺橋は ，ASPT 5.8 5.7 5.0

筒井橋は ，板付堰下は ，下流の金島堰下は であった． は三浦橋および浦の城橋は ，3.1 4.1 1.7 DI 2.6

東蓮寺橋，筒井橋及び板付堰下は ，金島堰下は であった． は三浦橋が ，浦の城橋お1.8 1.5 IBI Good

よび東蓮寺橋は ，筒井橋は ，板付堰下は ，金島堰下は と評価された．Fair Very Poor Poor Very Poor

河口域の は緑橋下が ，東大橋は ，千鳥橋下は であった．DI 1.8 1.7 2.4

Key words DI Diversity index ASPT Average score per taxon IBI Inde： （多様性指数） ， 値 ，

x of Biological Integrity bottom fauna Mikasa River， 底生動物 ，御笠川

は じ め にⅠ

当所では従来より市内に流入する河川の底生動物調査

を実施し，これを用いた環境評価を行っている． 年2005

は市の中東部に位置する御笠川について，調査した．

なお淡水域は 値 ，Ｄ 及び をもちい，河口域ASPT I IBI1) 4) 2)3)

はＤ をもちいて評価した．この結果を報告する．I

調査内容Ⅱ

1．調査地点および調査方法

）淡水域1
淡水域は 年 月 日と 月 日に，上流の三浦橋，2005 4 15 10 20

中流の浦の城橋，東蓮寺橋，筒井橋，板付堰下，下流の

金島堰下の 地点で調査した 図１ ．6 ( )

図 御笠川淡水域調査地点1
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各地点 試料ずつ既報 のとおり底生動物を採取同定し，2 4)

値， ， Ｂ を算出した．また，各地点の評価値ASPT DI I I

については 年 ， 年 の報告と比較した．また，1995 20005) 6)

H DO BOD SS T-N T-同時に河川水も採水し，ｐ ， ， ， ， ，

を検査した．なお，以下で生物種数は今回分類可能でP

あった最下層の分類階級での種類数とした．

）河口域2
河口域は 年 月 日と 月 日に，緑橋下左岸，東2005 7 7 12 1

大橋左岸，千鳥橋下左岸の３地点で調査した 図 ．干( 2)

潮時のできるだけ水際で，各地点２試料ずつ既報 のと
4)

おり底生動物を採取同定して を算出した． についDI DI

ては 年の報告と比較した．ただし，調査地点が異な1995

るため，それぞれ隣接する地点での比較を行った．また，

同時に底泥を採取し含水率，強熱減量， ，硫化物，COD

， を検査した．T-N T-P

図 御笠川河口域調査地点2

（）は 年調査地点1995

Ⅲ 結果

1．淡水域の調査結果

1） 底生動物出現状況

調査結果を表 ，表 に示す．1 2

(1) 4月

上流の三浦橋では 種が認められ，エリユスリカ亜科，21

コガタシマトビケラ属が多く出現した．中流の浦の城橋

11 16 7 1は 種，東蓮寺橋は 種，筒井橋は 種，板付堰下では

種が認められ，ミズミミズ科，エリユスリカ亜科が多4

く出現した．下流の金島堰下では 種が認められミズミ5

ミズ科，ユスリカ亜科が多く出現し，ユスリカ科（腹鰓

あり）も数多く出現した．

(2) 10月

三浦橋では 種，浦の城橋では 種が認められコガタ24 31

シマトビケラ属，エリユスリカ亜科が多く出現した．東

蓮寺橋では 種が認められエリユスリカ亜科，ミズミミ15

ズ科が最も多く出現した．筒井橋では 種が認められエ7

リユスリカ亜科，ユスリカ亜科が多く出現した．板付堰

下では 種が認められミズミミズ科，エリユスリカ亜科11

が最も多く出現した．下流の金島堰下では 種が認めら9

れユスリカ亜科，ミズミミズ科が最も多く出現した．

2） 各地点の水質検査結果

淡水域の水質分析結果を表 に示す．3

3) 淡水域の評価

(1)ＡＳＰＴ値

値の結果を表 に示す．ASPT 4

値は三浦橋が 月が ， 月が ，平均で ．ASPT 4 5.9 10 5.7 5.8

4 10 DI I（以下「平均値（ 月の値， 月の値）」とする． ，

についても同様）浦の城橋は （ ， ），東蓮寺BI 5.7 4.7 6.6

橋は （ ， ），筒井橋は （ ， ），板付堰5.0 4.7 5.3 3.1 2.0 4.3

下は （ ， ），金島堰下は （ ， ）であり，4.1 3.4 4.8 1.7 1.8 1.6

上流が高くほぼ下流に下るにつれて次第に低下していた．

(2) 多様性指数DＩ

の結果を表 に示す．DI 5

DI 2.6 2.5 2.7 2.6 1.4 3.は三浦橋が （ ， ），浦の城橋は （ ，

9 1.8 1.6 2.0 1.8 1.7 2.），東蓮寺橋は （ ， ），筒井橋は （ ，

），板付堰下は （ ， ），金島堰下は （ ，0 1.8 1.7 1.9 1.5 1.8

）であり，下流に下るにつれて次第に低下していた．1.3

(3) ＩＢＩ

Ｂ の結果を表 に示す．I I 6

Ｂ の評価値は三浦橋は （ ， ）点で ，浦の城I I 31 31 31 G

橋は （ ， ）点で ，東蓮寺橋は （ ， ）点で29 19 29 F 26 25 27

，筒井橋は （ ， ）点で ，板付堰下は （ ，F 16 13 19 VP 18 19

）点で ，金島堰下は （ ， ）点で と評価され17 P 14 15 13 VP

た．

4)過去のデータとの比較

年度別淡水域底生動物種別出現種類数を表 に示す．7

三浦橋，浦の城橋及び板付堰下はカゲロウ目の出現種類

数が増えた．東蓮寺橋及び金島堰下ではほとんど変化は

見られなかった．

各調査地点年平均評価値を表 に示す．8

値は 年と比較すると三浦橋は から とやASPT 1995 5.2 5.8

や高くなり，浦の城橋は から ，東蓮寺橋は から3.3 5.7 3.6

と高くなった． 年との比較では板付堰下は か5.0 2000 2.8

ら と高くなったが，金島堰下はほとんど変化は見ら4.1

れなかった．

は 年と比較すると三浦橋及び東蓮寺橋ははほとDI 1995

んど変化は見られず，浦の城橋は から とやや高く2.0 2.6

なった． 年との比較では板付堰下は から と高2000 0.7 1.8

くなったが，金島堰下はほとんど変化は見られなかった．
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表 年 月御笠川淡水域の底生動物1 2005 4

表 年 月御笠川淡水域の底生動物2 2005 10

              種 　             名 　三浦橋 浦の城橋  東蓮寺橋 　筒井橋 　板付堰下 金島堰下

ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅ cdyonurus yoshidae 4 1

Ｈ ｺｶｹﾞﾛｳ Ｂ aetis sp.H 4 6

ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Ｂ aetis sahonensis 8 21 1 3 3 11

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Ｂ aetis thermics 7 25 2 8 2 3 3

ｺｶｹﾞﾛｳ属 Ｂ aetis spp 1 2 2

ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Ｃ horoterpes trihurcata 1 1

ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ属 Ｅ phemerella sp.

ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｔ orleya japonica 1

ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Ｏ nychogomphus viridicostus 1

ｳﾙﾏ-ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Ｈ ydropsyche olientalis 2 3

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｃ heumatopsyche sp. 25 62 1 5 2 6

ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科 Limoniinae 3 1 1

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科 Ｔ ipulinae 1 2

ﾌﾞﾕ科 Ｓ imuliidae  1 1 1

ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Ｔ anypodinae 4 13 3 10 8 19 1 9 1

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Ｏ rthocladeenae 106 255 100 140 216 749 7 27 129 154 5 4

ﾕｽﾘｶ亜科 Ｃ hironominae 17 32 5 13 17 53 1 14 18 20 10

ﾕｽﾘｶ科 Ｃ hironomidae 10 11 1 2 11 18 2 1 6 8 1

ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Ｐ sychodidae 2

ﾇｶｶ科 Ｃ eratopogonidae 1 1

ﾐｽﾞﾑｼ Ａ sellus hilgendorfii 3 1 1 13 17 1 9 5 3

ｻﾜｶﾞﾆ Ｇ eothelphusa dehaanii 1

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Ｄ ugesia japonica 3 1

ﾋﾙ類 ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ 1 4 3 1

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 Ｎ aididae 54 27 346 95 231 476 5 79 264 221 16 16

ﾐﾐｽﾞ Ｔ ubificidae 3 1

線虫 ＮＥＭＡＴＯＤＡ 1

ｶﾜﾆﾅ Ｓ emisulcospira bensoni 1

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Ｒ adix auricularia japonica 1 1

ｻｶﾏｷｶﾞｲ Ｐ hysa fontinalis 1
ｶﾜｺｻﾞﾗｶﾞｲ Ｐ ettancylus nipponica 1

総   個   体   数

種     類     数

864 80

14 5

730

21

707

711

1859

16

140

              種 　            名 　三浦橋 浦の城橋 　東蓮寺橋 　筒井橋 　板付堰下 金島堰下

ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅ peorus curvatulus 1

ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅ peorus tobiironis 5

ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅ cdyonurus yoshidae 1 1 33 15

ｷﾌﾞﾈﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅ cdyonurus kibunensis 14

ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 (?)の一種 Ｅcdyonurus sp. 1

Ｈ ｺｶｹﾞﾛｳ Ｂ aetis sp.H 54 120 18 8 16 17 3 5

Ｇ ｺｶｹﾞﾛｳ Ｂ aetis sp.G 1 2 1

ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Ｂ aetis sahonensis 6 32 35 4 8 18 5 4 6 18

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Ｂ aetis thermics 90 179 43 33 1 2 1

ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Ｐ seudocloeon japonica 2 4 5 10 1

ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Ｐ seudocloeon nosegawaensis 2 3

ｺｶｹﾞﾛｳ属 Ｂaetis spp 10 44 12

ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅ phemerella setigera 1

ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ属 Ｅphemerella sp. 7

ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ属 Ｃaenis sp. 6 7 34 13 3 1 1

ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Ｏ nychogomphus viridicostus 1 1

ｳﾙﾏ-ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Ｈ ydropsyche olientalis 11 6 8 4

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｃheumatopsyche sp. 208 671 23 58 11 2 2 3 2 5

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｇlossosoma sp. 1

ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｈydroptila sp. 2 1

ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Ｇ eorodae japonicus 1

ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科 Limoniinae 1 1 2 5

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科 Ｔipulinae 3 1

ﾌﾞﾕ科 Ｓimuliidae  3 14 1 20 1 18

ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Ｃhironomidae 1 31 5 20 2 5 1 4 4

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Ｃhironomidae 83 199 62 84 226 672 48 15 45 125 1

ﾕｽﾘｶ亜科 Ｔabanidae 34 66 23 29 63 188 85 26 38 106 104 12

ﾕｽﾘｶ科 Canacidae 8 3 15 46 18 6 5 11

ﾆｾﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科 Ｐsychodidae 1

ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Ｐericoma 5

ﾇｶｶ科 Ｃeratopogonidae 2 11

ﾄﾋﾞﾑｼ目 ＣＯＬＬＥＭＢＯＬＡ 1 3 1

ﾐｽﾞﾑｼ Ａ sellus hilgendorfii 1

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Ｄ ugesia japonica 2
ﾋﾙ類 ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ 2 3

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 Ｎaididae 7 4 2 215 94 26 86 340 106 2

ﾐﾐｽﾞ Ｔ ubificidae 1 1

ｶﾜﾆﾅ Ｓ emisulcospira bensoni 11 11 6 7

ｻｶﾏｷｶﾞｲ Ｐ hysa fontinalis 1

ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ Gyraulus chinensis 11 2 1

総   個   体   数

種    類     数 15 7

1643 2361943 680

24 31

801 240

11 9
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表 淡水域の水質分析結果3

4 ASPT 5 DI表 淡水域の 値 表 淡水域の

6 I I表 淡水域の Ｂ

表 年度別淡水域底生動物種別出現種類数7

表 各調査地点年平均評価値（ 年～ 年）8 1995 2005

調 査 評 価
月 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ 平 均 値
4 5 5 1 3 3 5 3 3 3 3 1 G
1 0 5 5 1 3 5 5 1 3 3 3 1 G
4 3 3 1 3 1 3 1 3 1 1 9 P
1 0 5 5 1 5 5 5 3 5 5 3 9 G
4 5 3 1 3 1 5 3 3 1 2 5 F
1 0 3 5 1 3 3 3 3 3 3 2 7 F
4 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 3 V P
1 0 1 3 1 3 3 1 1 3 3 1 9 P
4 3 5 1 3 1 1 1 3 1 1 9 P
1 0 1 5 1 3 1 1 1 3 1 1 7 P
4 1 3 1 1 1 1 1 3 3 1 5 V P
1 0 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 3 V P

1 8

1 4

G

F

F

V P

P

V P

3 1

2 9

2 6

1 6

平 均 値

三 浦 橋

浦 の 城 橋

東 蓮 寺 橋

筒 井 橋

板 付 橋 下

金 島 堰 下

調 査 地 点
区 分

評 価 値 評 価

調査地点 調査月 DI 平均値
4 2.5
10 2.7
4 1.4
10 3.9
4 1.6
10 2.0
4 1.7
10 2.0
4 1.7
10 1.9
4 1.8
10 1.3

1.8

2.6

1.5

三浦橋

浦の城橋

東蓮寺橋

筒井橋

板付堰下

金島堰下

2.6

1.8

1.8

調査地点 調査月 Si n ASPT値 平均値
4 94 16 5.9
10 68 12 5.7
4 33 7 4.7
10 99 15 6.6
4 42 9 4.7
10 42 8 5.3
4 8 4 2.0
10 17 4 4.3
4 24 7 3.4
10 24 5 4.8
4 7 4 1.8
10 8 5 1.6

板付堰下

金島堰下

5.8

5.7

5.0

3.1

4.1

1.7

三浦橋

浦の城橋

東蓮寺橋

筒井橋

ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ 導電率
(mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L)（μs/cm)

三浦橋 7.1 9.6 2.4 5 1.2 0.062 230
浦ノ城橋 8.1 15 3.3 3 1.1 0.056 220
東蓮寺橋 7.9 12 1.9 1 1.0 0.075 220
筒井橋上 7.9 11 2.1 3 1.4 0.072 250
板付堰下 8.1 11 2.0 16 1.7 0.098 240
金島堰下 7.1 8.6 3.8 3 13 1.0 540
三浦橋 7.7 8.3 0.7 2 0.96 0.071 250
浦ノ城橋 7.8 9.4 0.6 3 0.86 0.040 260
東蓮寺橋 9.2 15 1.2 4 0.52 0.063 230
筒井橋上 8.4 11 1.4 9 0.73 0.070 280
板付堰下 8.3 9.6 1.3 9 0.91 0.087 420
金島堰下 7.2 7.8 1.3 3 9.6 0.71 610

4

10

採水月 地点

調査地点 筒井橋
調査年 1995年 2000年 2005年 1995年 2005年 1995年 2005年 2005年 2000年 2005年 2000年 2005年
カゲロウ目 3 3 13 3 13 3 5 2 6
トンボ目 4 1
カワゲラ目 1
トビケラ目 4 1 2 1 4 2 2 1 1
アミメカゲロウ目 1
コウチュウ目 2 1
ハエ目 4 3 6 3 4 4 6 1 1 1 2 2
チョウ目 1
軟体動物 2 1 2 4 2 4 2 1 2
環形動物 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ウズムシ目 1 1
甲殻綱 1 2 3 2 2 1 1 1 1
合計 22 14 28 14 28 15 14 5 2 11 5 6

板付堰下 金島堰下三浦橋 浦の城橋 東蓮寺橋

評 価 法 IB I評 価 値 (評 価 )

調 査 地 点 /調 査 年 19 9 5年 2 0 0 0年 2 0 0 5年 1 9 9 5年 2 0 0 0年 2 0 0 5年 2 0 0 5年

三 浦 橋 5. 2 6 . 4 5 . 8 2 . 9 0 . 6 2 . 6 3 1 ( G )

浦 の 城 橋 3. 3 5 . 7 2 . 0 2 . 6 2 9 ( F )

東 蓮 寺 橋 3. 6 5 . 0 1 . 9 1 . 8 2 6 ( F )

筒 井 橋 3 . 1 1 . 8 1 6 ( V P )

板 付 堰 下 2. 8 4 . 1 0 . 7 1 . 8 1 8 ( P )

金 島 堰 下 1. 9 1 . 7 1 . 4 1 . 5 1 4 ( V P )

A S P T値 多 様 性 指 数 DI
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図 淡水域の の推移3 BOD

表 年御笠川河口域の底生動物9 2005

表 河口域の底泥分析結果10

11 DI表 河口域の底生動物種別数と

12 DI(1995 2005 )表 河口域の底生動物種別数と 年， 年

含水率強熱減量 ＣＯＤ 硫化物 T-N T-P
(%) (%) (mg/g) (mg/kg) (mg/kg) (mg/kg)

緑橋下 31 2.9 5.3 61 620 210
東大橋 41 5.5 14 56 1,200 430
千鳥橋下 40 4.3 15 110 1,000 370
緑橋下 21 0.9 0.9 21 210 78
東大橋 24 1.4 1.9 20 270 130
千鳥橋下 25 2.5 5.0 40 370 160

地点

7月

１2月

調査月

環形 軟体 節足 全種
動物 動物 動物 類数 平均
門 門 門

7 4 4 2.1
12 3 1 4 1.4
7 4 4 2.0
12 2 3 5 1.4
7 4 2 4 10 2.2
12 4 3 5 12 2.5

東大橋 1.7

千鳥橋下 2.4

緑橋下 1.8

調査地点 調査月 DI 環形 軟体 節足 全種
動物 動物 動物 類数
門 門 門

緑橋 1 0 3 4 1.0
臨港線鉄橋 2 1 2 5 0.37
緑橋下 4 0 1 5 1.8
東大橋 4 0 3 7 1.7
千鳥橋下 4 3 8 15 2.4

調査年

1995年

地点 DI

2005年

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

三浦橋 浦の城橋 東蓮寺橋 板付堰下 金島堰下

m
g/
L

1995年

2000年

2005年

種                           名 緑 橋下 東大橋 千鳥橋下 緑橋下 東大橋 千鳥橋下
線虫類 ＮＥＭ ＡＴＯＤＡ 3 3 1 1 90 13
ｺ ﾞｶｲ N ean th es ja p o n ic a 1 4 1 2 3 1 2 1 1
ﾔﾏ ﾄｽﾋ ﾟｵ P rio n o sp io  ja p on ic a 1 2 1 12 5 4
ｽﾋ ﾟｵ科 Sp io ceae  5 1 2 17 19 1 1 2
ｲ ﾄｺ ﾞｶ ｲ科 C ap ite llid ae 1 7 3 8 19 6 7 11 37 22 21
ﾊﾏｶﾞﾆ Chasmagnathus convexus 1 2
ｹ ﾝ ﾐｼ ﾞﾝ ｺ類 ＣＯ ＰＥＰＯＤＡ 2
ﾌｼ ﾞﾂ ﾎ亜 目 BALANOMO RPH A 1
ｲ ｿｺﾂﾌ ﾞﾑ ｼ G no rim o sph ae rom a  ra y i 1
ﾄ ﾞﾛ ｸﾀ ﾞﾑ ｼ属 C oroph ium  sp . 1
ﾆ ﾎﾝ ﾄ ﾞﾛ ｿｺｴ ﾋ ﾞ G ran d id ie re lla  ja p o n ic a 6 1 2 8
ﾒﾘﾀ属 M erita  sp p . 1 2
ﾔﾏ ﾄﾋ ﾞﾑ ｼ亜 科 Pseudach o ru tin ae 3 3 2 1
ﾎ ﾄﾄｷ ﾞｽｶ ﾞｲ M u scu lu s sen h o u s ia 1 3 4 1
ﾏｶ ﾞｷ C ra sso strea  g iga s 2
ｱｻ ﾘ Ｔ ap es p h ilip p in a rum 1 1

　　　  　  総   個   体   数

　　　     種      類      数 　

13 23 189 20 86 88

5 5

7月 12月

11 4 5 13

2．河口域の調査結果

1) 底生動物出現状況

底生動物調査結果を表 に示す．9

(1) ７月

緑橋下及び東大橋では 種，千鳥橋下では 種が認め5 11

られ線虫類，スピオ科，イトゴカイ科が最も多く出現し

た．

4 5 13(2) 12月 緑橋下は 種，東大橋は 種，千鳥橋下では
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種が認められイトゴカイ科，ヤマトビムシ亜科が多く出

現した．

2） 底泥検査結果

河口域の底泥分析結果を表 に示す．10

河口域の評価3）

(1) 多様性指数DＩ

底質中の底生動物種別数と を表 に示す．DI 11

なお については以下平均値（ 月の値 月の値）DI , 7 ,12

の順で記載する．

は緑橋下が （ ， ），東大橋は ， ），DI 1.8 2.1 1.4 1.7(2.0 1.4

千鳥橋下は （ ， ）であり，千鳥橋下は軟体動物2.4 2.2 2.5

および節足動物が数種出現したため は他の 地点よりDI 2

高い値であった．

4)過去のデータとの比較

底質中の底生動物種別数と の 年と 年とのDI 1995 2005

比較を表 に示す．12

を 年の臨港線鉄橋と近接する 年の千鳥橋下DI 1995 2005

を比較すると節足動物の種類数の増加が認められ もDI

高くなった．河口域全体でも は 年 ～ に比べDI 1995 0.3 1.0

年は ～ と高くなっている．2005 1.7 2.4

Ⅳ 考察

御笠川底生動物調査地点及び各評価結果を図 に示4

す．

上流の三浦橋は周囲は田畑や住宅が混在し，すぐ上流

にはダムがあり山間からの流込も注がれている地点であ

る． 年に見られたモノアラガイ等汚濁に耐える種が1995

出現せず，サワガニ等汚濁に耐えない種が出現している．

また， 年まではカゲロウ目はコカゲロウ科が 種の2000 3

みしか出現しなかったが，今回， 種と増加しており，13

ヒラタカゲロウ科，トビイロカゲロウ科，マダラカゲロ

ウ科およびヒメシロカゲロウ科等が新たな出現が見られ

ている． 値は， 年の からは低くなっているASPT 2000 6.4

が， 年の よりやや高くなっている． は で，1995 5.2 DI 2.6

年の より低いが 年の からかなり高くなっ1995 2.9 2000 0.6

ている．また は （ ）となっている．種類数も増IBI 31 G

加していることから，やや生息環境の改善が示唆される

が，全体としてはそれほど大きな変化はみられていない

ものと考えられる．

浦の城橋は三浦橋から 下流であり，この区間は1.2km

A川の間近まで住宅が立ち並んでいる．この地点では，

SPT DI 1995 ASPT 3.値， をそれぞれ 年と比較すると， 値は

から へ は から へといずれも高くなっている．3 5.7 DI 2.0 2.6

これは， 年に出現した種で汚染に耐えない種がコカ1995

ゲロウ科及びヌカカ科だけであったが，今回の調査では，

ヒラタカゲロウ科，マダラカゲロウ科，ヤマトビケラ科，

カクツツトビケラ科，ヒメシロカゲロウ科，ガガンボ科，

ブユ科，ドケッシア科およびカワニナ科が新たに出現し

たためである．またカゲロウ目の出現種数は三浦橋と同

様に 種から 種に増えている．下水道の普及等により3 13

水質が良くなったたことも一要因と考えられ（図 ），3

底生動物の生息環境が改善され生物多様性が出てきたも

のと考えられる．

東蓮寺橋は浦の城橋より 下流地点であり，この2.8km

区間は住宅や田畑が混在し幹線道路が平行して走ってい

る．また，周辺は個人住宅，アパートや事務所等が多い

地点である． 値， Ｂ ， はともに浦の城橋よりAPST I I DI

やや低くなっている． 年と比較すると浦の城橋同様1995

値は から と高くなっているが， についてはAPST 3.6 5.0 DI

APST 199ほぼ同様となっている． 値が高くなったのは，

年に出現した汚濁に耐える種であるモノアラガイ科，5

サカマキガイ科，カワコザラガイ科およびヒル綱が今回

は出現せず，汚染に耐えない種であるガガンボ科等が新

たに出現しためである．当地点も上流の浦の城橋と同様

に水質が良くなったことにより，生息環境が改善され生

物多様性がでてきたものと考えられる．

筒井橋は東蓮寺橋より 下流地点であり，この区4.1km

ASPT間は工場や事業所が多く住宅や田畑も混在する．

値および Ｂ は上流の東蓮寺橋や下流の板付堰下より低I I

くなっている．当地点の川底の底質はほとんど砂質であ

りその影響も考えられる．

板付堰下は筒井橋より 下流地点であり，この区4.9km

間も工場や事業所が多く住宅や田畑も混在している地点

である． 値， はそれぞれ と と上流の筒井ASPT IBI 4.1 18

橋よりやや高い．また， 年と比較すると，コカゲロ2000

ウ科，サナエトンボ科，シマトビケラ科が新たに出現し

ており， 値は から と高くなった．出現種類数ASPT 2.8 4.1

も 種から 種と増加した．下水の普及等により水質が3 11

良くなったことも要因の一つと考えられる（図 ）．し3

かし， は （ ）， は と評価は低く，生息環IBI 18 Poor DI 1.8

境が良くなり生物多様性が高くなるにはまだ時間がかか

るものと思われる．なお， が他の地点より高かったSS

のは河川改良工事の影響である．

金島堰下は板付堰下より 下流地点であり，この1.7km

区間は工場や事業所が多い． 値， 及び はそれASPT DI IBI

1.7 1.5 14 2000ぞれ ， ， とこの区間で低下がみられたが，

年と比較すると，出現生物種， 値及び はほとんASPT DI

ど変わらず，出現種は汚濁に耐える種のみであった．

11河口域の出現種類数は，下流側の千鳥橋下が年平均

（ ， ）で，上流側の緑橋下の年平均 （ ），東大10 12 4 4,4

橋の年平均 （ ， ）より多かった．4.5 4 5

底質については，上流側の緑橋下では砂質が多く東大橋
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ではシルト質が多く，下流側の千鳥橋下では砂礫泥質で

あった．また，含水率，強熱減量， ， ， にCOD T-N T-P

ついては，東大橋と千鳥橋下が緑橋下に比べ高かった．

近接地点の 年の臨港線鉄橋と 年の千鳥橋下を比1995 2005

べると 年の千鳥橋下の方が種類数も多く， も高2005 DI

かった．河口域全体で見ても同様の傾向が見られた．生

息環境の改善も示唆されるが調査地点の違いもあり今後

更なる検討が必要と考えられる．

Ⅴ ま と め

御笠川の底生動物について淡水域は 値， 及びASPT IBI

，河口域は による評価を行った．DI DI

淡水域の 値， ， はそれぞれ上流の三浦橋はASPT DI IBI

， ， ，中流の浦の城橋は ， ， ，東蓮寺橋5.8 2.6 31 5.7 2.6 29

は ， ， ，筒井橋は ， ， ，板付堰下は ，5.0 1.8 26 3.1 1.8 16 4.1

， ，下流の金島堰下は ， ， ，であった．1.8 18 1.7 1.5 14

1995 2005 ASPT 3年と 年の 値を三浦橋から東蓮寺橋までの

地点で比較すると 値はそれぞれ ～ ﾎﾟｲﾝﾄ高くASPT 0.6 2.4

なり，底生動物の生息環境が向上したことが示唆された．

年と 年の 値を板付堰下から金島堰下まで2000 2005 ASPT

の 地点で比較すると，板付堰下は ﾎﾟｲﾝﾄ高くなった2 1.3

が金島堰下ではほとんど変わらなかった．

同じく， 値でみると 年と 年を比較すると三DI 1995 2005

浦橋から東蓮寺橋までの 地点では，浦の城橋で ﾎﾟｲﾝ3 0.6

200ﾄ高くなったがそれ以外はほとんど変わらなかった．

年と 年を比較すると板付堰下から金島堰下の 地点0 2005 2

では板付堰下では ﾎﾟｲﾝﾄ高くなったが，金島堰下では1.0

変化は見られなかった．

河口域の 値は上流側の緑橋下が ，東大橋は ，DI 2.0 1.7

下流側の千鳥橋下は であった．2.4

年の臨港線鉄橋と近接する 年の千鳥橋下を比1995 2005

較すると 年の千鳥橋下の方が約 ﾎﾟｲﾝﾄ高かった．2005 2.0

1995 0.37 1.0 2005 1.河口域全体でみても 年が ～ に対し 年は

～ と高かった．7 2.4
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図 御笠川底生動物調査地点及び各評価結果4
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